
大学の世界展開力強化事業 
「地球資源工学グローバル人材養成のための学部・大学院 

ビルドアップ恊働教育プログラム」の紹介 

ー 連携大学 ー 
九州大学、早稲田大学、北海道大学、チュラロンコン大学、 
バンドン工科大学、ガジャマダ大学、マレーシア科学大学、 

フィリピン大学、ホーチミン市工科大学、カンボジア工科大学 
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経済・社会の基盤となる 
地球資源の安定供給 

持続的な経済・ 
社会の発展 

・チャレンジ精神旺盛な行動力 
・高度な専門知識と深い洞察力 
・実践的なコミュニケーション能力 
・異文化の相互理解 

ASEAN諸国との協調と共存共栄 

“将来、資源枯渇・環境問題に立ち向かう人材が不足すると 
日本の発展は望めない” “ASEANは重要なパートナー” 

人
材
像 

20～30年後の日本 を支える 
地球資源工学グローバル人材 

構想の目的・概要及び交流プログラムの内容  



1. プログラムや教育情報の公開 

2. 教材の共同作成（九大教材開発センター活用） 

3. 共同成績審査 

4. 単位・成績互換・法制度の確認 

  (九大国際法務室活用） 

5. TOEIC，GPAによる選抜 

6. 出口管理の厳格化 

・  AUN（ASEAN大学連合）における 

   共通の単位互換制度 3つのビルドアップ 
プログラム 
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※ビルドアップ協働教育と 
フィールドを教育現場とした 

実践教育 

国際インターンシップ 

ダブルディグリー 

スクールオンザムーブ 

質保証の設計 国際連携大学院の設立 
（全ASEAN諸国へ展開) 

将来 

ACTS活用 

20～30年後の日本を支える 
地球資源工学グローバル人材の養成 

質保証 

構想の目的・概要及び交流プログラムの内容  

標準修了年限 

修了要件単位数 

互換可能単位数 

1単位講義時間数 

修士論文提出・発表 

集中講義 

インターシップ科目 

2年 

30単位以上 

最大単位 

15時間 

必修 

有 

有 

2年 

36単位以上 

最大9単位 

15時間 

必修 

有 

有 

2年 

50単位以上 

規定なし 

15時間 

必修 

有 

有 

修士教育 
システム比較 

九州大学 
チュラ 
ロンコン 
大学 

バンドン
工科大学 
・ガジャマ
ダ大学 



三菱商事 
三井松島産業 
JX日鉱日石金属 
住友金属鉱山 
出光興産 
JFEミネラル 
INPEX 
JAPEX 
 

KPC鉱山 （インドネシア） 
EGAT (Mae Moe炭鉱) (タイ) 
ポンコール金鉱山  
（インドネシア） 
シェブロン社（フィリピン） 
セミララ鉱山 （フィリピン） 
KPC鉱山  （インドネシア） 
ボホール鉱山  （フィリピン） 
Berau炭鉱  （インドネシア） 
シェブロン社（フィリピン） 
ABK炭鉱 （インドネシア） 
Adaro炭鉱（インドネシア） 
            
          など 
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地球資源工学 環境工学 石油工学 地熱工学 防災工学 

地質学 

工業英語・プロジェクトマネージメント 

1 単位 

1 単位 

実施規模 学部学生30名程度 

九州大学 

ASEAN  
Summer School 

チュラロン 
コン大学 

（タイ） 

バンドン 
工科大学 

ガジャマダ大学 
（インドネシア） 

1 Week 

OJT  2-4 Week 

1 単位 

 H25年度～  : 学部3年生 15名 
 H26年度～  : 学部3年生 15名 + ASEAN15名 

外部協力企業 

地球資源工学グローバル人材 
としての入口 

石炭 
鉱山 

油田 

金属 
鉱山 

リサイク
ル 

水資源現場 

地熱現場 

防災現場 

環境分野 

TOEIC, GPA, 試験 
による選抜 

1 単位 

交流プログラムの内容： 国際インターンシップ 

レポート ＆ 試問 
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交流プログラムの内容： 国際インターンシップ 



Summer School  
in Kyushu 
(Aug. 25 - Sept. 2) 

UGM, ITB, Chula 
Kyushu, Waseda, 
Hokkaido universities 
25 students 

交流プログラムの内容： 国際インターシップ 



Resources Production Engineering  （資源開発工学） 
Rock Engineering （岩盤工学） 
Mineral Processing （資源処理工学） 
Economic Geology （応用地質学） 
Geophysics  （物理探査学） 
Geothermics （地熱工学） 
Energy Resources Engineering （エネルギー資源工学） 
Geohazard Engineering （防災工学） 
Environmental Engineering （環境工学） 
Water Resources Engineering （水資源工学） 

所属大学における高等専門科目 <各専門毎> ２単位  

修士論文およびスクールオンザムーブ <8単位>  

コース修了証書 (九州大学工学府） 

PBL 

実施規模 修士学生40名 

日本 
チュラロンコン大学（タイ） 

マレーシア科学大学 

バンドン工科大学 
ガジャマダ大学 
（インドネシア） 

ホーチミン市工科大学（ベトナム） 

カンボジア工科大学 

フィリピン大学 

国内スクールオンザ
ムーブ（２単位） 

JOGMEC/JCOAL 
 大学/研究所 

日本人学生とASEAN学生の交流・Mobility 強化 
（日本人20名+ASEAN20名） 

など 

2単位：高等専門科目 
2単位：国際産学連携研究  
            (International Academic and Industrial Liaison Research) 
2単位：International Cooperative Earth Recourse Practice 
2単位：OJT (On the Job Training) 

チャレンジ精神育成 

異文化交流 

コミュニケーション力アップ 

AUN/SEED-Net 

連携 

企業 

OUTPUTの拡充 

支援 

3ヶ所以上 

最低15コマ受講 ACTSなどとの調整 
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交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ 
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交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ-1 (インドネシア） 
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交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ-1 (インドネシア） 



School On  
the Move  
in Indonesia  
(Sept. 5-15) 

UGM, ITB, Chula, 
USM, UP, HCMCUT, 
ITC, Kyushu, Waseda, 
Hokkaido universities 
35 students 

 交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ -1 (インドネシア） 
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 交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ -2 （タイ） 
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 交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ -2 （タイ） 

School On  
the Move  
in Thailand 
(Nov. 10-19) 
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交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ -3 （日本） 



School On 
the Move 
in Kyushu 
(Dec. 1-10) 

交流プログラムの内容： スクールオンザムーブ -3 （日本） 
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交流プログラムの内容： ダブルディグリープログラム 

地球資源工学グローバル人材育成教育協働プログラムの運用及び就学スケジュール 

学部3年次 学部4年次 修士課程1年次 修士課程2年次 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

九大 

ASEAN 
各大学 

ASEAN各大学 

九大 

九大 

ASEAN 
各大学 

OJT 
各大学で主に論文研究 各大学で 

事前教育 
論文研究 

ス
ク
ー
ル
オ
ン
ザ
ム
ー
ブ 

ス
ク
ー
ル
オ
ン
ザ
ム
ー
ブ

 

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

 

修
了
学
位
認
定 

就職活動 

 

大
学
院
入
試 

 

レ
ポ
ー
ト
＆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル 

 

各
専
門
科
目 

 

地
質
学 

 

工
業
英
語 

九大 
 
 

ASEAN 
各大学 

主に卒業研究 

AUN/SEED-net による 
海外フィールド研究 

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了 

TOEIC, GPA,   
試験による選抜 

サマースクール
による共通講義 

スクールオンザ
ムーブによる講義 

発表、ディベート 
論文研究中間発表 

国際インターシップ 
論文 

とりまとめ 

8月 

決定 ダブルディグリープログラム期間（2～3年） 
九大 
合格 

4月入学 
留学期間（1年） 4月 3月 7-8月 

修
了 

入
学 

選考 
面接 

プログラム受講期間（２か年） 

8月 
9月入学 

4月6月 2月 

修
了 

選考 
面接 

ASEAN大学 

九大工学府 

8-9月 

入
学 

修
了 ダブルディグリープログラム期間（2年） 

9月 
留学期間（1年） 

九
大
・
A
S
E
A
N
大
学
で
修
士
学
位 

実施規模 修士学生  
毎年5名程度 

GPA評価 

GPA評価 

TOEIC, 試験 
による選抜 

1月 
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質保証のための体制 

フィリピン大学 

マレーシア科学大学 

カンボジア工科大学 

各大学に国際教育フレー
ムワーク（ＩＥＦＷ） 
委員会を設置 

ホーチミン市工科大学 

・単位の質保証 
・教材共同開発 
・教育情報公開 
・共同成績審査 

早稲田大学 

学生交流規模： 年70～80名程度 

九
州
大
学
国
際
交
流
推
進
機
構 

国
際
交
流
総
合
企
画
会
議 

外
部
評
価
・
国
際
戦
略 

質保証のための体制（外部連携・評価） 
部局における国際対応事務組織強化 

AUN/SEED-Netオフィスとの連
携 

指
導 
 
 
 
 
助
言 

九州大学 
IEFW リーダー 委員会 

実施責任者 
学務担当実施副責任者 
学生支援担当副責任者 

学務担当 
部会 

学生支援 
担当部会 

成績管理、学位授与の共同審査体制 

実施責任者 
学務担当実施副責任者 
学生支援担当副責任者 

実施責任者 
学務担当実施副責任者 
学生支援担当副責任者 

実施責任者 
学務担当実施副責任者 
学生支援担当副責任者 

チュラロンコン大学 
IEFW委員会 

バンドン工科大学 
IEFW委員会 

ガジャマダ大学 
IEFW委員会 

学務担当 
部会 

学生支援 
担当部会 

学務担当 
部会 

学生支援 
担当部会 

学務担当 
部会 

学生支援 
担当部会 

九州大学 

チュラロン 
コン大学 

バンドン 
工科大学 ガジャマダ大学 
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外国人学生の受入れ及び日本人学生の派遣のための環境整備 

修学支援 生活支援 就職支援 日本人留学支援 

“留学生および日本人学生留学への全面サポート” 

部局における 
国際対応事務組織強化 

既存組織との関係 

外国人留学生・研究者サポートセンター（ワンストップサービス）：九州大学国際部 

留学生支援 

工学系国際交流支援室 
工学部教務課 

＊各国法制度の確認 
→ 国際法務室の活用 

教職員一体のCampus  ASEAN オフィス設置 修学支援強化 

キャリアサポート課、留学生課、福岡市 

外国人留学生・研究者サポートセンター   
“ワンストップサービス” 国際交流支援室（11名） 生活支援強化 

就職支援強化 

IEFW 
リーダー委員会 

共同成績審査 
共同教材作成 
内部評価等 

Campus ASEAN 
オフィス 

外国人留学生 
研究者サポートセンター・ 
工学系国際交流支援室 

工学系教務課 
キャリアサポート課 

留学生課 

ASEAN非常勤講師の 
サポート 

“ワンストップサービス” 
日本人学生・ASEAN学生 

のサポート 

九州大学 

スクールオンザムーブ 
プログラム 

（共同修了証） 

企画・実施・評価・改善 



17 

達成目標（外国語力スタンダード、学生の受入れ・派遣計画） 

* Int. Coop. ERP: International Cooperative Earth Resource Practice 
** OJT: On the Job Training 

養成するグローバル人材像 

  本構想で養成を目指す「地球資源工学グローバル人材像」は、下
表に示す能力を修得した人材であり、平成28年度までに日本と
ASEANとの架け橋となる人材を輩出する。 
▼修得を目指す能力 

 ・ チャレンジ精神旺盛な行動力 

 ・ 高度な専門知識と深い洞察力 

 ・ 実践的コミュニケーション能力 

 ・ 異文化の相互理解力 

▼主な修得方法等 

・ フィールド調査､ 
 ディスカッション授業 

・ 座学、現地研究 

・ ディスカッション授業 
    （交渉力） 

・ 座学(事前教育)、 
 現地研究 

▼対応する科目等 

・ 専攻教育科目、 
 国際産学連携研究、OJT** 

・ 国際インターンシップ、 
 OJT 

・ Int. Coop. ERP*、OJT** 

・ Int. Coop. ERP*、OJT** 
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達成目標（外国語力スタンダード、学生の受入れ・派遣計画） 

▼国際インターンシップ、スクールオンザムーブ参加基準： 
  日常的なコミュニケーションに必要な英語力の基準として、TOEIC 公式スコア600 
点以上（またはそれに相当するTOEFL 公式スコア）を設定する。 
 
▼ダブルディグリープログラム参加基準： 
  ビジネスの場でのコミュニケーションに必要な英語力の基準として、TOEIC 公式
スコア730 点以上（またはそれに相当するTOEFL 公式スコア）を設定する。 

  H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

海外派遣学生実数 15名 35名 37名 37名 37名 

達成度 730点以上 － 30％ 40％ 60％ 80％ 

達成度 600点以上 － 50％ 60％ 80％ 100％ 

英語力基準達成度（点数はTOEIC公式スコア） 

大学入学直後のTOEIC平均点：500点 
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達成目標（外国語力スタンダード、学生の受入れ・派遣計画） 

本構想で計画している交流学生数；本格実施後 

年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

各年度の構想全体
の派遣及び受入合
計人数 

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 

40名 25名 60名 30名 62名 48名 62名 48名 62名 48名 

▼ 派遣：  
  「国際インターンシップ」派遣者15名、「スクールオンザムーブ」派遣者20名、 
 「ダブルディグリープログラム」派遣者2名で、日本人学生派遣者総数は37名 
 と設定する。 
 

▼ 受入： 
  「国際インターンシップ」派遣者15名、「スクールオンザムーブ」派遣者20名、 
 「ダブルディグリープログラム」派遣者3名で、ASEAN学生派遣者総数は38名 
 と設定する。 
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成績評価 
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成績評価 
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成績評価 

  教員による国際間の成績評価には，Web教育支援システムを
活用している．そのWebシステムでは，レポートや評価が自動的

に蓄積されるポートフォリオ・スペースを一人ひとりに提供し場所
や時間を超えて，学生および教職員間で情報を共有している． 
https://resource-tenkai.manaba.jp/ct/login 
 
  また，月1回程度の基幹大学による運営委員会でも，成績評価
の方法について学内のWeb会議システムを利用し論議している． 

https://resource-tenkai.manaba.jp/ct/login
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国際インターシップ（サマースクール）についてのアンケート結果 

 本年度の国際インターシップに 
ついての学生の評価は，概ね 
満足度の高いものであった． 
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九州大学にける本プログラム実施上の課題 

  「大学院ダブルディグリー」における単位互換制度の協定作りに
おいて、想定以上に時間を要している。 

 

  フィールド教育の実施では、天候に左右されるため、大幅なスケ

ジュールの変更を余儀なくされるケースがあった。その結果、経費
の利用に関する事務処理がかなり複雑になり，想定外に時間を
要した。 

 

ビザ取得に際しても、時間を要するため、本年度3回実施した「ス

クールオンザムーブ」では、次のプログラムまでの期間が短い場
合に、時間的余裕が無かった。 

 

  制度上の改正点としては、取得した単位の認定を行う際、国内
大学の諸事情によって対応せざるを得なかったので、次年度はこ
の点を改良する。  
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次年度（2014年度）のスケジュール 

※ 国際インターンシップ（サマースクール） 
  ジョグジャカルタ（インドネシア）（2014年8月29日-9月7日） 
  参加者： 30名（KU: 9，HU: 3，WU: 3，CU: 3，ITB: 3，UGM: 5，UP: 1， 
            USM: 1，HCMUT: 1，ITC: 1） 
 

※ School On the Move 
 1） ベトナム（2014年10月17日-10月26日）  
 2） フィリピン（2014年未定）  
 3） 北海道（2014年11月5日-11月14日） 
 4） カンボジア（2014年12月1日-12月10日） 
  参加人数： 39名 
    グループA： 19名（KU: 7，HU: 1，WU: 1，CU: 3，ITB: 3，UGM: 1，UP: 1， 
              USM: 1，HCMUT: 1） 
    グループB： 20名（KU: 7，HU: 2，WU: 2，CU: 1，ITB: 1，UGM: 3，UP: 2， 
              USM: 1，HCMUT: 1） 

KU: 九州大学，HU: 北海道大学，WU: 早稲田大学，CU: チュラロンコン大学， 
ITB: バンドン工科大学，UGM: ガジャマダ大学，UP: フィリピン大学， 
USM: マレーシア科学大学，HCMUT: ホーチミン市工科大学），ITC: カンボジア工科大学 
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ロードマップ 

23 
年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
想
、
A
S
E
A
N
各
大
学
と
の
情
報

交
換

 

ス
ク
ー
ル
オ
ン
ザ
ム
ー
ブ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
の
合

意
（
3
月
）
 

本 格 実 施 
 運営体制や規則整備、人員強化 
 国際対応事務組織強化 
 AUN/SEED-netを利用した 
   プログラム、システムの確立 
 ダブルディグリー制度導入に向け

た協議・調整 
 SSSV・地熱フィールドキャンプを

利用・発展させたプログラム開始 

サマースクール
の実施（輪番制） 

（福岡） （福岡） （ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ） （バンコク） 

学生交流数 
（各大学） 

海外 
インターン 
シップ 

15名 
日本15名 

スクール 
オンザ 
ムーブ 

40名 
日本20名  

ASEAN20名 

30名 
日本15名

ASEAN15名 

自己／外部評価によるプログラムの継続的評価・改善 

ホームページを利用したプログラムや教育内容の国内外への情報発信 

国際シンポジウム 
の企画・開催 

キック・オフ・セミナーの
企画・開催（バンドン） 
学生100名教員50名 

ASEAN
 

各
大
学
院
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築 

 

ス
ク
ー
ル
オ
ン
ザ
ム
ー
ブ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
拡
大
・展
開 

 

恊
働
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
・定
着 

継
続 

40名 
日本20名  

ASEAN20名 

40名 
日本20名  

ASEAN20名 

40名 
日本20名  

ASEAN20名 

30名 
日本15名

ASEAN15名 

30名 
日本15名

ASEAN15名 
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